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趣 旨 

グロ ーバル化が進展する 中で、保護者の海外勤務等に伴って外国において教育を受けた者（ いわ

ゆる 帰国生徒） も 増えつつあり ま す。 こ れら の生徒は受けてき た教育が異なる こ と も あり 、 そのこ

と をも って、 本校入学者選抜において、 不利益と なる こ と のないよ う 、 別に選抜を行い、 入学を認

める こ と と し ま す。  

Ⅰ． 入学者選抜の基本方針（ アド ミ ッ ショ ンポリ シー）  

1. 求める 学生像 

入学者選抜の基本方針（ アド ミ ッ ショ ンポリ シー） は、 本校の学習・ 教育目標（ 世界に通用する

実践力のある 開発型技術者をめざす） を達成でき る 能力を持った学生を入学さ せる こ と です。具体

的には次のよ う な人を求めていま す。  

  ・ 数学、 理科及び英語の基礎学力が身についている 人 

  ・ 信頼さ れる 技術者を目指し 、 コ ミ ュ ニケーショ ン能力の基礎を身につけている 人 

  ・ 勉学や課外活動などに意欲を持って取り 組んでいる 人 

  ・ も のづく り が好き で、 社会の発展に役立ちたいと 考えている 人 

 

2. 入学者選抜方針 

本選抜においては、 筆記試験で、 国語、 英語、 数学、 理科の４ 科目を実施し 、 数学、 理科及び英

語の基礎学力が身についている かを評価する ため、 他の教科に比べ、 数学を２ 倍、 理科及び英語を

1.5 倍に換算し ます。 ま た、 他の教科では主に十分なコ ミ ュ ニケーショ ン能力を身につけている か

を評価し ます。 さ ら に一般面接（ 意欲、 も のづく り が好き で社会の発展に役立ちたいと 考えている

か、 信頼さ れる 技術者を目指し ている かを評価） を行い、 本校への適性を有する と 判断し た人を選

抜し ま す。  

Ⅱ． 募集人員 

学科名 募集人員 

機械電気工学科 若干名 

情報電子工学科 若干名 

土木建築工学科 若干名 

 

Ⅲ． 入学者の選抜 

1. 出願資格 

(1)  出願資格 

日本国籍を有する 者及び日本国の永住許可を得ている 者で、 保護者の海外勤務等に伴って

外国において教育を受けた者（ 海外在住期間が中学校に相当する 課程において通算し て２ 年

以上の者で、 令和 7 年４ 月以降の帰国者） で、 次のいずれかに該当する 者と する 。  
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① 中学校、 義務教育学校を卒業又は令和９ 年３ 月に卒業見込みの者 

② 中等教育学校前期課程及び文部科学大臣が中学校の課程と 同等課程を有する も のと し

て認定し た在外教育施設の当該課程を修了又は令和９ 年３ 月に修了見込みの者 

③ 外国において学校教育における ９ 年の課程（ 日本における 通常の課程によ る 学校教育

の期間を含む） を卒業（ 修了） 又は令和９ 年３ 月に卒業（ 修了） 見込みの者 

(2)  資格照会 

 入学を志願する 者は、 出願資格等を確認する ので、 必ず令和８ 年 12 月 11 日（ 金） ま で

に本校学生課に、電子メ ール（ kyoumu＠tokuyama.ac.jp）又は郵便によ り 照会し てく ださ い。

その際、 (1)出願資格のいずれに該当する のか、 外国の中学校等の名称、 在学期間をお知ら

せく ださ い。  

 

2. 出願期間 

ＷＥ Ｂ 出願期間 出願書類受付期間 受付時間 留意事項 

令和８ 年 12 月 1 日（ 火）

～令和９ 年１ 月 15 日（ 金） 

令和９ 年 1 月 12 日（ 火）

～令和９ 年1 月15 日（ 金） 

土日祝日を除く  

9： 00 ～ 16： 30 

（ 郵送の場合）  

1)期間内必着と する 。  

2) 国内の場合は簡易書留と

し 、国外の場合は EMS（ 国際

ス ピード 郵便） と する 。  

3)封筒の表面に「 帰国生徒特

別選抜願書」 と 朱書する 。  

※年末年始休業期間（ 令和８ 年 12 月 26 日～令和９ 年１ 月３ 日） は問い合わせ等の対応ができ ま せん。  

 

3. 出願について 

出願手続き については、 志願者によ る「 ＷＥ Ｂ 出願サイ ト 」 での出願事前手続き の後、 在籍中学

校等経由等で、出願に必要なすべての書類が本校に受理さ れたこ と をも って、出願手続完了と なり

ま す。  

志願者は本校ホームページ（ https://www.tokuyama.ac.jp/exam/info/youkou.htm l） から 「 ＷＥ

Ｂ 出願サイ ト 」 にアク セス し て、 ユーザ登録を行う 必要があり ます。 ユーザ登録を行う こ と によ っ

て、「 ＷＥ Ｂ 出願サイ ト 」 上で、 入学願書およ び受験票・ 写真票の作成・ 印刷などの出願事前手続

を行う こ と ができ ます。 ま た、 検定料の支払いも 「 ＷＥ Ｂ 出願サイ ト 」 上で行う こ と になり ます。 

８ 頁の「 Ⅻ.ＷＥ Ｂ 出願手順について」 及び本校ホームページの入試情報ページ

（ https://www.tokuyama.ac.jp/exam/info/youkou.htm l）に掲載し ている「 ＷＥ Ｂ

出願エント リ ー説明書」 を参考にエント リ ーし てく ださ い。  

(1)  提出先 

徳山工業高等専門学校学生課教務係 

〒745-8585 山口県周南市学園台  
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( 2)  出願手続及び出願書類 

出願書類は、 下表のと おり です。 ①～③は、 WEB 出願サイ ト 上で作成し てく ださ い。 ④～

⑤は、 電子媒体様式を、 本校ウ ェ ブサイ ト よ り ダウ ンロ ード し 、 ②と 併せて在籍学校で取り

ま と めて提出し てく ださ い。 ただし 、 １ 頁の「 １ .出願資格」 の③に該当する 者なら びに①～

②に定める 教育機関を卒業又は修了し た者は、 志願者本人が提出し てく ださ い。 ＷＥ Ｂ 出願

の方法については、 ８ 頁をご確認く ださ い。  

出願書類 留意事項 

① 

入学願書 

※１  

「 ＷＥ Ｂ 出願サイ ト 」 上で必要事項を入力し てく ださ い。「 ＷＥ Ｂ 出願サイ ト 」 上での

検定料支払をも って、 提出し たも のと し て取り 扱いま すので、 紙媒体での提出は不要で

す。  

出願後の志望学科の変更は認めま せん。  

② 

写真票 

※１  

「 ＷＥ Ｂ 出願サイ ト 」 でダウ ンロ ード し たも のをカラ ー印刷し 、 ③の受験票と 切り 離

し てく ださ い。 写真をアッ プロ ード し ない場合は、 写真（ 出願前３ か月以内に撮影し た

タ テ 4.5cm ヨ コ 3.5cm カラ ー写真と し 、 無背景・ 無帽かつ正面上半身のも の） を貼付し

てく ださ い。  

③ 

受験票 

※１  

「 ＷＥ Ｂ 出願サイ ト 」 上での検定料支払をも って、 提出し たも のと し て取り 扱いま す

ので、 紙媒体での提出は不要です。  

なお、 受験票は試験当日に持参し ていただき ま すので、「 ＷＥ Ｂ 出願サイ ト 」 から ダウ

ンロ ード し たも のを印刷し 、 大切に保管し てく ださ い。  

④ 

調査書 

※１ ※２  

「 山口県統合型校務支援シス テム」 から 出力、 ま たは本校 HP よ り ダウ ンロ ード し た

調査書を使用し 、 在籍学校⾧が必要事項を記入し てく ださ い。  

「 Ⅲ１ ．(1)出願資格③」 に該当する 者は、当該学校が発行する 成績証明書及び卒業（ 修

了） 証明書又は同見込証明書を提出し てく ださ い。 こ の際、 成績証明書には 100 点法と

の対応表を添付し てく ださ い。  

卒業見込みの者にあっては、 第３ 学年の第２ 学期ま での記録に基づき 記入し てく ださ

い。 中学校卒業後一定の期間を経過し 、 出身中学校⾧が調査書を発行でき ない場合は、

令和８ 年 11 月 30 日（ 月） ま でに、 本校にご連絡く ださ い。  

⑤ 

海外在住状

況説明書 

※１ ※２  

出願者が必要事項を記入し てく ださ い。  

⑥ 

検定料 

※１  

16,500 円を「 ＷＥ Ｂ 出願サイ ト 」 で支払処理をし てく ださ い。 災害救助法適用地域に

おける 災害で被害を受けた受験生への特別措置については、 ８ 頁をご覧く ださ い。  

※１  「 推薦選抜」 に出願し 、 合格内定と なら なかった者が「 帰国生徒特別選抜」 に出願する 場

合は、 ①～④の再提出・ 再登録及び⑥検定料の再納入は不要です（ ⑤は要提出）。  
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※２  電子媒体様式が、 本校ウ ェ ブサイ ト よ り ダウ ンロ ード でき ま す。  

（ 学校で保存し ている 過去の様式を使用し ないでく ださ い。）   

   https://www.tokuyama.ac.jp/exam/info/shiryou.htm l 

 

4. 選抜の方法 

学力検査の成績、 面接及び学校⾧から 提出さ れた調査書を総合し て行いま す。  

学力検査は、 国語、 数学、 理科及び英語の４ 教科で、 各教科 100 点、 計 400 点満点で採点し た

も のを、 数学を２ 倍、 理科及び英語を 1.5 倍に換算し 、 合計 600 点満点と し ま す。  

学力検査の解答はマーク シート 方式です。 ＨＢ 黒鉛筆でのみ記入し てく ださ い。  

 

5. 選抜日程 

選抜日・ 集合時間 時間※1 科目等 検査会場 

令和９ 年２ 月 14 日（ 日）  

8： 40 ～9： 00 入室 

９ ： 30 ～ 10： 20 理科  

 

本校※２  

 

10： 40 ～ 11： 30 英語 

11： 50 ～ 12： 40 数学 

13： 30 ～ 14： 20 国語 

14： 50 ～ 面接 

※１  不測の事態が発生し 、予定時刻に開始する こ と が不適当と 判断し た場合は、時間を繰り 下

げる こ と があり ま す。  

※２  検査会場では室内履き は必要あり ま せん。  

 

6. 追試験 

(1)  追試験の対象者 

令和９ 年度入学者選抜に出願し た者について、次のいずれかにあてはま る 場合は、「 帰国生

徒特別選抜」 の追試験を受験する こ と ができ ま す。  

① 学校保健安全法施行規則（ 昭和三十三年文部省令第十八号） 第十八条に定める 感染症

に罹患、 又は罹患し ている 疑いがあり 、 本試験を受験でき ない者で、 本試験当日の集

合時間（ ９ 時） ま でに本校に申し 出た上で、 追試験の受験意志を表明し た者。  

② ①を除く 、 受験者自身の責めに帰する こ と ができ ない理由（ 月経随伴症状等を含む）

で本試験を受験でき ず、 本試験当日の集合時間ま でに本校に申し 出た上で、 追試験の

受験意志を表明し た者で、 校⾧がその申請を認めた者 

なお、 追試験の受験を希望する 場合は、 医療機関又は中学校等の⾧によ る 証明書等を当

日ま で、 も し く は後日必ず提出し てく ださ い。 追試験の受験にあたっては、 再度出願や調

査書等の提出、 検定料を納める 必要はあり ま せん。  
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( 2)  追試験の日程 

選抜日・ 集合時間 時間 ※1 科目等 検査会場 

令和９ 年２ 月 21 日（ 日）  

８ ： 40 ～９ ： 00 入室 

９ ： 30 ～ 10： 20 理科 

本校※2 

10： 40 ～ 11： 30 英語 

11： 50 ～ 12： 40 数学 

13： 30 ～ 14： 20 国語 

14： 50 ～ 面接 

※１  不測の事態が発生し 、 予定時刻に開始する こ と が不適当と 判断し た場合は、 時間を繰

り 下げる こ と があり ま す。  

※２  検査会場では室内履き は必要あり ま せん。  

(3)  合格者の発表 

合格者の発表日時及び方法については、 本試験と 同様に行いま す。  

 

Ⅳ． 出願上の注意事項 

1.  出願書類に事実に反する 記載があった場合は、 合格さ せないこ と があり ま す。 また、 合

格発表後に判明し た場合は、 合格を取り 消すこ と 、 入学後に判明し た場合は、 入学許可を

取り 消すこ と があり ま す。  

2.  受理し た書類及び納付し た検定料は返還し ま せん。 ただし 、 検定料については、 次の場

合は申し 出によ り 返還し ま すので、 提出先に速やかにご連絡く ださ い。  

(1)  ＷＥ Ｂ 出願エント リ ーにて検定料を納付し たが出願書類を提出し なかった、 又は出願   

書類が受理さ れなかった場合 

(2)  検定料を重複し て納付し た場合 

(3)  災害救助法適用地域における 災害で被害を受けた場合 

詳細は８ 頁をご覧く ださ い 

 

3.  入学志願者から 提出さ れた入学願書や調査書等に記載さ れている 情報及び選抜に用い

た試験成績・ 評価と いった入学者選抜を通じ て取得し た個人情報は、 入学者選抜の資料と

し て利用する と と も に、 次の目的のためにも 利用し ま すのであら かじ めご了承く ださ い。 

(1)  入学後の教育・ 指導 

(2)  入学料、 授業料の免除申請の審査 

(3)  奨学金申請の審査 

(4)  本校及び国立高等専門学校全体の教育制度・ 入学者選抜制度の改善のための調査・ 研究 

(5)  同窓会、 後援会等の案内 

 

Ⅴ． 合格者の発表 

合格者の発表日時、 方法等は以下のと おり です。  
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1. 日時 

令和９ 年３ 月 3 日（ 水）  午前 10 時 

2. 方法等 

合格者の受験番号を本校校内に掲示する と と も に、 本校ホームページに掲載し ます。  

ま た、 郵送（ 発表日発送） で在籍学校を通じ て、 合格者に通知し ま す。 ただし 、 出願資格

の③に該当する 者と ①～②に定める 教育機関を卒業又は修了し た者には、 直接本人に通知し

ま す。  

在籍学校⾧又はその委任を受けた教職員が希望する 場合に限り 、 本校学生課で通知を受け

取る こ と ができ ま す（ 午前 10 時から 午後２ 時まで）。 本校での受け取り を希望する 学校は、

必ず事前に本校学生課までご連絡く ださ い。（ 受け取り には学校⾧委任状、身分証明書が必要

です）。  

なお、 電話等によ る 問い合わせには、 一切応じ ません。  

本校ホームページへの掲載は、 合格者の発表日から １ 週間と し ます。  

   https://www2.tokuyama.ac.jp/gouhi/ 

 

Ⅵ． 入学確約書の提出 

合格通知を受けた者は、 令和９ 年３ 月 17 日（ 水）【 必着】 までに、 入学確約書（ 合格通知書と 併

せて送付し ま す。） を提出し てく ださ い。 期限ま でに提出がない場合は、 入学の意志がないも のと

し て取り 扱いま す。  

 

Ⅶ． 新入生修学指導説明会 

入学者を対象に修学指導を行う ための説明会を令和 8 年３ 月 19 日（ 木） 13 時 30 分から 本校で

開催し ま す（ 受付 12 時 30 分～）。 こ の場で、 入学手続き も 行う ため、 入学者は必ず出席し てく だ

さ い。 説明会の案内及び入学手続き は、 合格通知に同封し ます。  

 

Ⅷ． 学力検査成績の開示について 

開示を希望する 者は、学力検査成績開示申請書に必要事項を記入のう え、受験票を添えて学生課

窓口又は郵送で申請し てく ださ い。 開示は、 受験者本人から の申請に限り ま す。  

申請書式のダウ ンロ ード およ び詳細は https://www.tokuyama.ac.jp/exam/info/kaiji.htm l を参照

し てく ださ い。  

 

Ⅸ. 事務電算上で使用可能な漢字について 

入学者選抜事務では、 電算処理する 関係上、 使用可能な漢字は原則と し て JIS 第 1・ 2 水準（ 計

6,355 字） のみです。 JIS に定めら れていない漢字を氏名に持つ受験者については、 ＷＥ Ｂ 出願時
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にチェ ッ ク 項目にチェ ッ ク を付けてく ださ い。また、印刷時に本当の漢字と 異なる 場合があり ま す

が、 あら かじ めご了承く ださ い。  

 

Ⅹ． 入学者選抜に関する 合理的配慮の提供に関し て 

本校では、「 障害を理由と する 差別の解消の推進に関する 法律」、「 文部科学省所管事業分野にお

ける 障害を理由と する 差別の解消の推進に関する 対応指針」 及び「 独立行政法人国立高等専門学校

機構における 障害を理由と する 差別の解消の推進に関する 対応要領」 に基づき 、障害等によ る 支援

ニーズのある 者に対し て、 受験上又は修学上の合理的配慮の提供を行っていま す。  

入学者選抜において障害等を理由と し た合理的配慮の提供を希望する 者は、 早めに本校学生課

ま でご相談く ださ い。 なお、 合理的配慮の提供には準備に時間がかかる こ と も ある ため、 出願期限

の１ か月前にあたる 令和８ 年 12 月 16 日（ 水） を過ぎてから の相談及び申請では準備期間が短く

なり 、希望する 合理的配慮を受けら れず、安心し て試験を受けら れなく なる 可能性がある こ と に注

意し てく ださ い。  

必要に応じ て、 志願者、 志願者の保護者及び在籍する 学校関係者に対し て、相談さ れた内容につ

いて質問する 場合があり ま すが、 合理的配慮に関する 申請及び問い合わせ内容は入学者選抜の合

否判定には一切影響あり ま せん。  

入試の公平性を担保する ため、 合理的配慮提供の根拠と なる 資料の提出を求める 場合があり ま

す。 必要と なる 根拠資料に関し ては、 文部科学省「 障害のある 学生の修学支援に関する 検討会報告

（ 第二次まと め）」 によ って示さ れている 、 1） 障害者手帳の種別・ 等級・ 区分認定、 2） 適切な医

学的診断基準に基づいた診断書、 3） 標準化さ れた心理検査等の結果、 4） 専門家の所見、 5） 中学

校、 特別支援学校中等部等入学前の支援状況に関する 資料、 6） 本人が自ら の障害の状況を客観的

に把握・ 分析し た説明資料等が該当し ます。  

※ 根拠資料に関し ては提出の要否に関し ても 本校学生課ま でご相談く ださ い。 ご提出いただ

く 根拠資料と し ての要件を満たし ている かどう か、 本校で確認し ます。 満たし ていない場合は、そ

の理由を明示し たう えで再提出を求める こ と があり ま す。  

 

（ お願い）  

入学後に修学上の合理的配慮が必要な場合には、 合理的配慮提供のための準備を十分に行う た

めに、 出願前の可能な限り 早い段階で「 事前相談」 をお勧めし ま す。 選抜後、 ま たは入学後に合理

的配慮に関し て初めて相談する 場合は、 修学に必要な支援を十分に受けら れなく なる 可能性があ

り ま す。 なお、 事前相談は、 入学者選抜の合否判定には一切影響あり ま せん。  

相談窓口 学生課教務係 （ TEL） 0834-29-6233 

（ FAX） 0834-29-6161 

（ Mail） kyoumu@tokuyama.ac.jp 
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Ⅺ. 災害救助法適用地域における 災害で被害を受けた受験生への特別措置について 

入学志願者のその主たる 家計支持者が令和８ 年度に災害救助法適用地域に居住し ていて被災し

た場合には、 検定料免除申請書に必要書類を添えて提出する こ と で検定料が免除さ れま す。  

詳細については、 学生課教務係へお問い合わせく ださ い。  

 

Ⅻ． ＷＥ Ｂ 出願手順について 

1. ＷＥ Ｂ 出願エント リ ー 

(1)  ＷＥ Ｂ 出願サイ ト へのアク セス 

 本校ホームページに URL を掲載し ま す。 パソ コ ン・ ス マート フォ ン・ タ ブレッ ト 端

末のいずれかをご利用く ださ い。 ＷＥ Ｂ 出願を行う 環境がない場合は在籍中学校等又

は本校へご相談く ださ い。  

(2)  ユーザ登録 

 メ ールアド レスを ID と し て登録し てく ださ い。登録を完了する と 登録完了メ ールが

送信さ れます。事前に「 @e-shiharai.net」 から のメ ールを受信でき る よ う に迷惑メ ール

の設定を確認し ておいてく ださ い。 メ ールが届かない場合は、 サポート センタ ーにお

問い合わせく ださ い。（ 出願サイ ト の「 お問合せ先」 に記載）  

(3)  出願情報登録 

 ＷＥ Ｂ 出願エント リ ー期間は、 令和８ 年 12 月１ 日（ 火） から 開始です。 余裕を持っ

て手続き をし てく ださ い。  

(4)  申込内容の確認 

 入力し た内容を確認し た後は「 保存し て中断する 」 を選択し て入力内容を保存し ま

す。 こ の時点では「 お支払い画面へ」 は選択し ないでく ださ い。 マイ ページの「 申込確

認」から「 申込内容確認書」を出力し 、保護者と 中学校等に確認し ても ら ってく ださ い。  

(5)  検定料支払処理 

 出願内容の確認が終了後、 マイ ページの「 続き から 」 から「 お支払い画面へ」 を選択

し てく ださ い。 検定料の納付はク レ ジッ ト カード 、 コ ンビニエンス ス ト ア、 金融機関

ATM（ ペイ ジー） をご利用く ださ い。 なお、 納付には別途手数料がかかり ま す（ 申込

者負担）。  

(6)  受験票の作成、 印刷 

 受験票は提出の必要はあり ません。 試験当日に持参し てく ださ い。  

(7)  写真票の作成、 印刷 

 写真票は写真データ をアッ プロ ード し てカラ ー印刷する か、 印刷し た写真票に写真

を貼付し て提出し てく ださ い。  

 

2. 出願書類提出 

在籍中学校等を経由し て、 必要な書類を持参又は郵送にて提出し てく ださ い。（ ２ 頁）  
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ＷＥ Ｂ 出願の流れ 

出願にあたり 、 以下の内容をご確認いただく と と も に、 本校ホームページの「 ＷＥ Ｂ 出願エント リ

ー説明書」 をご参照く ださ い 

・ 募集要項の内容に関する お問合せ先： 本校学生課教務係 

・ ＷＥ Ｂ 出願シス テムに関する お問合せ先： サポート センタ ー 

出願サイ ト 右下にある 「 お問合せ先」 から 電話番号を 確認し てく ださ い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集期間が近く なり ま し たら 、 本校ホームページに出願サイ ト の
ＵＲ Ｌ を掲載し ま す。  本校ホームページ 

出願サイ ト  
パソ コ ン・ ス マート フ ォ ン・ タ ブレ ッ ト 端末のいずれかをご利用
く ださ い。 ＷＥ Ｂ 出願を行う 環境がない場合は在籍中学校等又は
本校へご相談く ださ い。  

ユーザ登録 

メ ールアド レス を I Dと し て登録し てく ださ い。 緊急連絡時にも
すぐ ご確認いただける メ ールアド レ ス をご登録く ださ い。 パス ワ
ード は忘れないよ う にメ モをと っておいてく ださ い。  
登録を完了する と 登録完了メ ールが送信さ れま す。 事前に「 ＠e-
shi har ai . net 」 から のメ ールを受信でき る よ う に、 迷惑メ ール等
の設定を確認し ておいてく ださ い。  

顔写真データ  

アッ プロ ード ( 任意)  

撮影し た受験者の顔写真データ をアッ プロ ード し てく ださ い。 ア
ッ プロ ード し ない場合は、 写真票印刷後、 写真貼付欄に受験者の
写真（ タ テ４ ． ５ ｃ ｍ×ヨ コ ３ ． ５ ｃ ｍ） を貼付し てく ださ い。
（ 無背景・ 無帽・ カラ ー ３ か月以内に撮影し たも のに限る ）  

出願情報登録 選抜区分等を選択し 、 志願者情報を入力し てく ださ い。  

申込内容の確認 

検定料支払処理 

受験票・ 写真票の作成、 印刷 

出願書類郵送 

入試当日 

入力し た内容を確認し た後、 「 保存し て中断する 」 を選択し て入
力内容を保存し ま す。 こ の時点では、 「 お支払い画面へ」 は選択
し ないでく ださ い。 マイ ページの「 申込確認」 から 「 申込内容確
認書」 を印刷し 、 保護者と 中学校等に確認し ても ら っ てく ださ
い。  
出願内容の確認終了後、 マイ ページの「 続き から 」 から 「 お支払
い画面へ」 を選択し てく ださ い。 検定料のお支払いは、 ク レ ジッ
ト カード 、 コ ンビニエンス ス ト ア、 金融機関 ATM( ペイ ジー) をご
利用く ださ い。 本校窓口でのお支払いはでき ま せん。 なお、 お支
払いには別途手数料がかかり ま す。 検定料のお支払い後、 申込受
付完了メ ールが届き ま す。 ま た、 検定料のお支払い後、 出願内容
の変更はでき ま せん。  

受験票の提出は必要あり ま せん。 ご自宅やコ ンビニエンス ス ト ア
等で印刷し て、 試験当日に持参し てく ださ い。  
写真票は写真データ をアッ プロ ード し てカラ ー印刷する か、 印刷
し た写真票に写真を貼付し て提出し てく ださ い。  

出願書類は、 在籍中学校等にてと り ま と め、 出願書類受付期間中
に到着する よ う 郵送又は持参し てく ださ い。  

受験票をお持ちの上、 会場へ集合し てく ださ い。  
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XIII. 徳山工業高等専門学校入学案内 

１ ． 本校の概要 

本校は、「 技術を愛する 人物、 人々から 信頼さ れる 人物を育み、 広く 社会の安全と 人々の幸福に寄与す

る 」 と いう 建学の理念のも と 、 ５ 年間の一貫し たき め細やかな講義、 演習、 実験・ 実習や課題発見・ 解決

型授業などを通し て、専門分野の基礎から 応用ま での知識や技術などに裏付けさ れた実践力、創造力やコ

ミ ュ ニケーショ ン力などを身につける ための教育を行っていま す。  

卒業生には「 準学士」 の称号が与えら れま す。  

２ ． 育成し よ う と する 技術者像 

本校では「 情報技術をベース に、それぞれ得意と する 複合技術を生かし て、技術的課題を解決でき る 技

術者」 を育成する こ と をめざし ていま す。  

３ ． 学習・ 教育目標並びに本科における 具体的到達目標 

「 世界に通用する 実践力のある 開発型技術者をめざす人材の育成」  

（ Ａ ）「 世界に通用する 」 技術者をめざすために 

 （ Ａ 1） 複合分野の基礎と なる 基本的素養を身につける こ と  

   ○ 数学・ 自然科学・ 基礎工学の科目を修得する  

 （ Ａ 2） 国際理解を深め、 技術者と し ての倫理観と コ ミ ュ ニケーショ ン能力を養う こ と  

   ○ 国際文化・ 技術者倫理・ 日本語・ 外国語の科目を修得する  

   ○ 自ら の目標を定め、 外部試験を活用し て英語力のス テッ プアッ プを図る  

（ Ｂ ）「 実践力のある 」 技術者をめざすために 

 （ Ｂ 1） 情報技術をベース に実体験を通し て表現力を身につける こ と  

   ○ 情報関連・ 実験の科目を修得する  

 （ Ｂ 2） 自主性と 自立性を養う こ と  

   ○ 卒業研究の科目を修得する  

（ Ｃ ）「 開発型」 技術者をめざすために 

 （ Ｃ 1） 複合分野にわたる 知識を有機的に結びつける 設計能力を身につける こ と  

○ メ カト ロ ニク ス技術・ 情報電子技術・ 社会環境整備技術のう ち、 ひと つの分野の定めら れた

科目を修得する  

 （ Ｃ 2） 課題を把握し 解決する 力を身につけ、 感性・ 創造性を磨き 養う こ と  

   ○ 創造系の科目を修得する  

   ○ 創造演習発表会、 卒業研究発表会などで発表を行う  
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４ ． 学科案内 

本校は、 次の３ 学科から 構成さ れ、 いずれも 複合学科です。  

各学科の概要は次のと おり です。  

機械電気工学科 

得意と する 複合技術： メ カト ロ ニク ス 技術 

「 データ ・ 情報・ 通信技術を活用し 、 持続可能な社会を実現する 機械シス テムを設計製作する 技術」  

 

現代のあら ゆる 産業分野で活躍し ている さ ま ざま な機械は、 そのほと んどがコ ンピュ ータ で制御さ れ

る よ う になっています。  

本学科では、こ のよ う ないわゆる メ カト ロ ニク ス 技術に対応でき る 技術者の養成をめざし ており 、その

ため、機械の分野ばかり でなく 電気・ 制御・ 情報に関する 知識を修得でき る よ う にカリ キュ ラ ムが編成さ

れていま す。  

ま た、 実践的で応用力のある 技術者を育成する ため、 低学年から ３ 次元 CAD によ る 製図、 コ ンピュ

ータ によ る 演習、自律型ロ ボッ ト の製作などの実習、さ ら に各種資格試験にも 関連する 実践的授業が行わ

れていま す。  

情報電子工学科 

得意と する 複合技術： 情報電子技術 

「 コ ンピュ ータ 技術をベース に電子情報通信シス テムを設計・ 構築する 技術」  

 

近年、コ ンピュ ータ 技術の応用分野は飛躍的に拡大、多様化し てき ており 、高度情報化社会を担う 情報

処理技術者が求めら れていま す。  

本学科では、電子工学分野と 情報工学分野をバラ ンス よ く 学習する こ と によ り 、コ ンピュ ータ のハード

ウ ェ ア技術及びソ フト ウ ェ ア技術を身につけ、こ れら の技術を活かし て情報処理シス テム、通信情報シス

テム、コ ンピュ ータ 応用機器シス テムなどの設計・ 構築、更にはイ ンタ ーネッ ト など ネッ ト ワ ーク シス テ

ムの設計・ 構築に従事でき る 高度なコ ンピュ ータ シス テム技術者をめざし ま す。  

土木建築工学科 

得意と する 複合技術： 社会環境整備技術 

「 情報技術を活用し 社会基盤（ イ ンフラ ） や建築空間を設計・ 施工する 技術」  

 

人類の生活を根底から 支える 土木工学と 建築学を学ぶこ と は、 持続可能な社会形成のためにも 今後ま

すま す重要と なり ます。   

本学科では、 本科３ 年生ま で土木工学と 建築学を複合的に学び、 ４ ・ ５ 年生では「 土木コ ース 」 と 「 建

築コ ース 」 のいずれかを選択し 、 各コ ース の必履修科目をベース に応用的な選択科目を履修し ていき ま

す。 土木・ 建築ど ちら のコ ースにおいても 本学科卒業時に「 測量士補」 の資格が得ら れ、 実務経験３ 年で

「 測量士」 の資格が得ら れま す。ま た、建築コ ース では建築士受験のための指定科目を修得する こ と で、
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本学科卒業後、「 二級建築士」 及び「 一級建築士」 の受験資格が得ら れま す（ ただし 、 一級建築士の登録

には試験合格後４ 年の実務経験が必要です。）。  

一般科目 

一般科目は、広い視野をも ったすぐ れた技術者を育てる ため、豊かな教養を身につける こ と 及び専門の

知識や技術を習得する ための学問的基礎を養う こ と を目的と し ていま す。 １ ～５ 年の全授業時間数の約

半数がこ れに充てら れていま す。低学年の授業は、一般科目が主と なり ま すが、学年が進むにつれて一般

科目は減少し 専門科目が増加し ま す。  

５ ． 教育課程 

授業科目は、各学科に共通の一般科目と 学科ごと に異なる 専門科目に分かれて開設さ れており 、所要の

科目を５ 年間で学びま す。  

詳し く は学校 HP を参考にし てく ださ い。  

６ ． 入学時に要する 諸経費 

区分 金額 

入学料  84,600 円 

授業料（ 注）  前期分 117,300 円 

日本スポーツ 振興センタ ー掛金 年額 1,550 円 

学生会入会金  1,000 円 

学生会費 年額 4,000 円 

教科書代 

（ 学科によ り 異なる ）  約 85,000～110,000 円 

体育衣等 

実習服等 

製図用具等 

その他 

（ 注） 入学時及び在学中に授業料改定が行われた場合は、改定時から 新授業料が適用さ れま す。ま た、

高等学校等就学支援金制度の適用があり ま す。 次ページを参照し てく ださ い。  

 

(1)  入学料及び授業料の納入について 

入学料は、 令和９ 年３ 月 19 日（ 金） ま でに納めてく ださ い。 なお、 納入済みの入学料は返還し ま

せん。 授業料の納入方法については、 合格通知に併せて後日通知し ます。  

(2)  携帯情報機器の持込みについて 

本校では学生個人の携帯情報機器（ PC（ パソ コ ン）、 タ ブレッ ト 端末、 ス マート フォ ン等） を授

業等で使用し ていま す。 授業科目の担当教員の指示・ 許可のも と 、 授業ノ ート やレポート の作成、

ま た学業に必要な情報検索などに PC 等を積極的に活用する こ と を推奨し ていま す。 そのための 

Wi-Fi 環境も 校内に整備さ れています。  
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なお、 入学後、 学科別に、 指定さ れた学年の段階で、 所定の仕様を満たし た PC 等を準備し てく

ださ い。 入学確定後、 学科別に、 授業に必要な PC 等の詳細をお知ら せし ま す。 ま た、 感染症や災

害の発生等の非常時における 特例的な措置と し て遠隔授業を実施する こ と があり ま すので、 ご家庭

においてイ ンタ ーネッ ト 環境を整備し てく ださ い。    

７ ． 入学料・ 授業料減免制度、 高等学校等就学支援金制度及び奨学金制度 

(1)  入学料 ･ 授業料減免制度 

新入生のう ち一定の基準を満たす学生は、 入学料が免除も し く は徴収猶予さ れる こ と があり ます。 

１ 年生から ３ 年生までの学生で、 規則で定めら れている 特別な事情によ り 、 授業料の納付が著し

く 困難である と 認めら れる 者に対し 、 授業料が免除さ れる こ と があり ま す。 ま た、 ４ 年生以上の学

生は高等教育の修学支援新制度によ り 、 一定の家計基準を満たし 、 学修意欲がある と 認めら れる 者

については、 授業料等が免除も し く は減額さ れる こ と があり ま す。  

(2)  高等学校等就学支援金制度 

本制度は、 我が国社会を担う 豊かな人間性を備えた人材を育成する ため、 高等学校等における 教

育に係る 経済的負担の一部を社会全体で負担する こ と によ り 、 教育の機会均等及び自ら の希望に応

じ た教育を受ける こ と のでき る 環境の整備を図る こ と を目的と し ていま す。  

国立高等専門学校（ １ ～３ 年生） も 本制度の対象になっており 、 授業料の支援と し て世帯年収に

関わら ず日本人等の学生を対象に 「 就学支援金」 が支給さ れま す。  

なお、 対象と なる 学生には、 国籍・ 在留資格等の要件があり ま す。  

(3)  奨学金制度 

学業、 人物と も にすぐ れ、 経済的理由によ り 修学が困難と 認めら れる 者に対し て、 選考のう え日

本学生支援機構や、 その他の団体などから 奨学金が貸与又は給付さ れま す。  

① 日本学生支援機構の奨学生と し て採用を希望する 者は、 入学後に出願する こ と になり ま す。

詳細は日本学生支援機構のホームページをご覧く ださ い。  

② その他の奨学金制度と し て、「 山口県ひと づく り 財団」 や各自治体などのも のがあり ます。  

８ ． 学寮 

(1)  施設 

冷暖房及び全室 Wi-Fi 完備の学寮「 高城寮」（ 男子定員 120 名、 女子定員 31 名（ 外国人留学生

を含む）） があり 、「 自立の志が高い人」 を受け入れていま す。 充実し た生活環境の中で勉学や課外

活動にも 集中でき 、 時間を有効に活用し た学生生活を過ごすこ と ができ ま す。  

(2)  入寮 

入寮は書類（ 場合によ っては面接） 選考によ り 、「 入寮の目的、 向学意欲、 適性」 を確認し た上で

受け入れを許可し ています。  
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( 3)  経費（ 令和８ 年度の場合）  

寄宿料 月額 800 円（ １ 人部屋）、 700 円（ ２ 人部屋）  

食費（ １ 日３ 食）  月額 約 43,000 円 

寮費（ 光熱水費等）  月額 8,000 円 

寮費（ 空調機維持管理費）  半期 3,000 円 

入寮費 入寮時 1,000 円 

寮生会費 年額 1,500 円 

 

９ ． 学生生活 

本校では「 自分で考え、 行動し 、 し かも 自分の行為に責任をも つ」 と いう 自主性の育成に教育の重点を

おいています。  

(1)  制服について 

１ ～３ 年生は定めら れた制服を着用し なければなり ま せん。 ４ 年生以上は制服以外の服装で通学

し てよ いが、 こ の場合の服装は本校の学生と し ての品位をそこ なわないも のでなければなり ません。 

(2)  通学について 

自転車通学については、 許可制になっています。 ３ 年生以下の学生は、 自動車、 自動二輪車及び

原動機付自転車（ 原付バイ ク ） を運転し て通学する こ と を原則と し て禁止し ていま す。  

ただし 、 ４ 年生以上の学生については、 一定の条件を満たし た場合にバイ ク 等の通学を許可し て

いま す。  

10． 構内施設・ 課外活動 

(1)  構内施設 

学生が利用でき る 施設と し て、 野球場、 陸上競技場、 体育館、 武道場、 テニス コ ート 、 プールな

どの体育関係施設及び図書館、 福利厚生センタ ー、 合宿研修施設、 学生食堂などがあり ます。  

(2)  学生会活動 

本校には学生全員をも って構成する 学生会があり 、 学生生活における 集団活動への積極的参加、

自発的な活動によ る 自主性、 人間形成の助⾧を目的と し て活動し ていま す。  

(3)  ク ラ ブ活動 

陸上競技部、バスケッ ト ボール部、 バレ ーボール部、ソ フト テニス部、 卓球部、剣道部、水泳部、

硬式野球部、 サッ カー部、 バド ミ ント ン部、 ハンド ボール部、 テニス部、 アーチェ リ ー部、 ダンス

部、 女子ハンド ボール同好会 

総合文化部、 音楽部、 吹奏楽部、 メ カト ロ シス テム部、 ニュ ーメ ディ ア部、 茶道部、 デザイ ン研

究部、 アマチュ ア無線部 
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徳山高専への案内図 

徳山駅前よ り 防長交通バス 運行（ ７ 番乗場）  

推薦入試は土曜日に実施する ので， 下記の定期便が運行し ていま す。  

徳山駅( 久米温泉口行) ①→大学高専下②下車( 所要約 20 分) →徳山高専③徒歩 10 分 

学力入試当日は， 徳山駅①から 徳山高専③ま での臨時バス を運行し ま す。  

事前に各中学校へ利用調査を 行いま す。  

タ ク シー利用の場合 

徳山駅よ り    約６ km  所要時間 ２ ０ 分程度 

櫛ケ浜駅よ り   約４ km  所要時間 １ ０ 分程度 

山陽自動車道徳山東イ ンタ ー④から 徳山高専③ま で自動車で５ 分 

※ ○番号は， 地図の番号を 指す。  


